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図２－２－２．リリパックの捨て方 n＝７０
図２－３－２．事前ごみ箱調査（リリパック） n＝１０３







































































































































































４６ 松山大学論集 第２４巻 第３号
の報酬（経済的インセンティブ）を受取れるというような制度である。家庭の
省エネルギー行動促進の研究分野では，このような方法による効果が確認され
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